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本研究では、各種含嗽剤の口腔内細菌に対する殺菌効果を直接的に調べる方法として、蒸留水での含嗽により得ら

れた口腔内細菌液と各種含嗽剤を一定時間混合した液を寒天培地で培養し、細菌の生残率を調べる方法を導入し、

イソジン液、洗口剤（エタノール含有）、食塩水（0.5%）の口腔内細菌に対する殺菌効果を調べた。細菌液 1mL
と含嗽剤 9mL を 2 分間混合した液を培養した結果、細菌の生残率はイソジン液では 1.8％、洗口剤では 2.8％で、

ほぼ 100%の殺菌効果を示した。一方、食塩水においては生残率は 79.8％で、弱いが殺菌効果が示された。本研究

結果において、簡易に各種含嗽剤の殺菌効果を調べる上で本研究で用いた方法の有用性が示された。 
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１．はじめに 
 

口腔内には外界から自然に侵入する微生物や微小粒

子状物質等の汚染物や食事の残渣等が存在し、これら

は感染症予防や口腔内を清潔に保つためにできるだけ

除去する必要がある。一方、口腔内には 400 種類以上

の常在細菌叢が形成され、存在する菌数は唾液 1mL で

は、106から 108CFU/mL、デンタルプラーク 1g では

1011CFU/g で、糞便 1g に含まれる菌数より多く、増え

すぎると疾患やう蝕などの原因になるので適度に除去

することが必要である。加齢や全身性疾患により免疫

力が低下すると、容易に感染症（日和見感染）が発症

する[1,2]。 

含嗽（うがい）は、感染症予防や口腔内清潔保持の

有効な方法の一つとして、広く日常的に行われている。

口腔内の汚染物等の除去のための含嗽の効果として、

機械的な効果と化学的な効果が考えられる。機械的効

果は含嗽の方法によるもの、化学的効果は用いる含嗽

剤の殺菌効果を含む化学的作用によるものである。水

で含嗽を行う場合は機械的な効果のみが期待される。 

強い殺菌効果を期待する場合は、イソジンのような

消毒薬剤の使用が考えられる。一方、日常での恒常的

な使用を考えたとき、殺菌効果がある程度期待される

緑茶や紅茶などの使用が注目されている。各種洗口剤

が販売され、広まっている。また、食塩水を使う方法

も以前より知られる。これらの含嗽液の効果について

は、様々な方法に基づき評価されている[3-13]。 

本研究では、各種含嗽剤の口腔内細菌に対する殺菌

効果を直接的に調べる方法として、各種含嗽剤に蒸留

水での含嗽により得られた口腔内細菌を一定時間混合

した液を寒天培地で培養し、細菌の生残率を調べる方

法を導入し、イソジン液（A 社）、洗口剤（エタノール

含有、B 社）、0.5％食塩水の口腔内細菌に対する殺菌

効果を調べた。 
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２．研究方法 
 

2.1. 口腔内細菌液の準備 

起床後、午前 6 時に歯磨き及び含嗽を行い、午前 9

時に 20mL の滅菌蒸留水を口腔に含み、1 分間含嗽を

行った後の含嗽水を細菌液とした。細菌液は、1 名の

男性のものを用いた。 

 

2.2. 試験液の準備 

3 種類の含嗽剤、イソジン液、洗口剤、0.5%食塩水、

と蒸留水（コントロール）、各 9mL を試験管に入れ、

各液に細菌液 1mL を加え、試験管をシリコン栓で栓を

して、細菌液が蒸留水中に均質に混合するように試験

管を数回左右に回転させ、撹拌時間を含め 2 分間放置

した。その後、この液を 103 倍又は 104 倍希釈し試験

液とした。以上の操作は、クリーンベンチ内で無菌的

に行った。 
イソジン液は、市販のイソジンうがい薬（A 社製）

2mLを 60mLの蒸留水で希釈して用いた（30倍希釈、

説明書通りに希釈）。イソジンうがい薬は、ポピドンヨ

ード 70mg（有効ヨウ素 7mg）／mL に、エタノール、

ℓ-メントール、サッカリンナトリウムを含むものであ

った。 
洗口剤は B 社製のエタノールを含むものを用いた。

成分は以下のとおりである。溶剤：エタノール、香味

剤：香料(フレッシュクールミントタイプ)、キシリト

ール、サッカリン Na、湿潤剤：プロピレングリコール

(PG)、グリセリン、pH 調整剤：クエン酸 Na、クエン

酸、可溶化剤：POE(60)硬化ヒマシ油、薬用成分：ラ

ウロイルサルコシン Na、イソプロピルメチルフェノー

ル(IPMP)、イプシロン-アミノカプロン酸(ε-ACA)、
清掃助剤：ポリオキシエチレン(POE)セチルエーテル、

コーティング剤：アルギン酸 PG。 
食塩水は、99.5g の蒸留水に 0.5g の NaCl を溶かし

た 0.5%の濃度のものを用いた。 
 

2.3. 寒天培地での細菌の培養 

試験液は作製後すぐに、マイクロピペットで試験液

を 0.1mL 取り、37℃に加温した一般生菌数測定用寒天

培地に入れ、コンラージ棒で培地上に均質に広げ、塗

布した。試験区毎に 3 枚の寒天培地を用いた。以上の

操作は、クリーンベンチ内で無菌的に行った。 
寒天培地を 37℃の恒温器に入れ、72 時間培養し、

生じたコロニー数を算定した。 
実験結果の変動を確認するため同じ実験を 4 回行っ

た。 

 
2.4. 生残率の算定 

細菌の生残率は、含嗽液の 3 枚の寒天培地の合計コ

ロニー数をコントロール（蒸留水）の 3 枚の寒天培地

の合計コロニー数で除した数値のパーセントで示した。 

Table 1. The number of colonies in distilled water 
(control), 0.5% salt (sodium chloride) solution, 
mouthwash with ethanol and Isodine, and survival 
rates (SR). 

    
   

Mean 
SR 
(%) 1 2 3 

1 Control  247 266 300 271.0  ― 
 Salt solution 216 215 218 216.3  79.8  

 Mouthwash 10 10 12 10.7  3.9  

  Isodine 6 12 8 8.7  3.2  

2 Control  285 303 345 311.0  ― 
 Salt solution 274 238 256 256.0  82.3  
 Mouthwash 15 27 11 17.7  5.7  

  Isodine 10 12 6 9.3  3.0  

3 Control  26 48 41 38.3  ― 
 Salt solution 32 31 22 28.3  73.9  
 Mouthwash 0 0 0 0 0.0  

  Isodine 0 0 0 0 0.0  

4 Control  65 71 79 71.7  ― 
 Salt solution 56 51 71 59.3  82.8  
 Mouthwash 1 0 2 1.0  1.4  

  Isodine 1 1 0 0.7  0.9  
1,2: 103 dilution, 3,4: 104 dilution 
Survival rate (SR) = percentage of the number of 
colonies in each gargle solution per that in the control. 
 
 
Table 2. Survival rate (%) in gargle solution 
 Mean ± SD 

Salt solution 79.8 ± 4.0 
Mouthwash 2.8 ± 2.8 

Isodine 1.8 ± 1.5 
SD: standard deviation 
 
 

 
Figure 1. Survival rate (%) in  
(1) 0.5% salt solution,  
(2) mouthwash and  
(3) Isodine.  
Error bars indicate SD. 



有意差については Fisher’s Exact Test により検定

を行った。 

 
2.5. 寒天培地の作製 

寒天培地は、一般生菌数測定用 標準寒天培地「ニ

ッスイ」を用いて作製した。培地 4.7g を蒸留水 200mL
に溶解し（23.5g/L）、オートクレーブにて 2 気圧 121℃
で 15 分間加熱高圧滅菌処理し、クリ―ベンチ内で 9cm
径の滅菌済のシャーレ10枚にそれぞれ培地を約20mL
流し込み固形化した。 

寒天培地は、使用まで冷蔵庫（4℃）で保管し、使用

時に恒温器中（37℃）に 20 分程度放置し加温した。培

地成分は、培地１L（23.5g）中、カゼイン製ペプトン

5.0g、酵母エキス 2.5g、ブドウ糖 1.0g、カンテン 15.0g
（pH 7.1±0.1）であった。 

 
2.6. 倫理的配慮 

菌液提供者への倫理的配慮については、所属研究機

関に倫理審査申請を行い、承認を得て、その内容に従

った。 

 
３．結果と考察 
 

 今回の実験結果を表 1 に示す。生残率をみると 4 回

行った実験結果の変動は少なく、同じ傾向の結果が示

されたので、今回の方法は口腔内細菌に対する各種含

嗽液の殺菌効果を調べる上で妥当性のあるものと考え

られる。 
4 回の実験を平均すると、イソジン処理した細菌の

生残率は 1.8±1.8%、洗口剤の場合は 2.8±2.6、食塩

水では 79.8±4.0％であった。 
イソジンはほぼ 100％の殺菌率で圧倒的な殺菌力を

示した。洗口剤もイソジンと同等の殺菌効果を示した。

イソジンについての殺菌効果は既に報告されている

[3,4,9]。洗口液についても様々なものが市販され、そ

れらについての報告があり、イソジンと同等の殺菌効

果が示されている[3,4,6]。  
食塩水においては、4 回の実験共に同じ傾向の減少

率であり、統計的には 4 回の各実験のいずれも有意差

は示された（p<0.01）。食塩水については、うがいに用

いられているような濃度の食塩水では、殺菌効果はな

いとの報告があるが[9]、今回の結果は、弱いものの殺

菌効果が示された。一般に細菌は塩ストレスにより増

殖が抑制されるので[10,11]、弱い殺菌効果は期待され

る。 
 最近、緑茶や紅茶などによる含嗽の効果が注目され

ている。緑茶に含まれるカテキンが殺菌効果を示すこ

とが報告されている[7,8]。 
次の課題として、今回の方法にて、塩類の濃度変化

による殺菌効果の変化、緑茶や紅茶の殺菌効果を調べ

る予定である。なお、今回の研究では、1 名の特定の

男性の口腔内細菌を用いたが、今回の方法を一般化す

るためには、男女差、個人差、年齢差による影響、ま

た培地の影響もあり（標準寒天培地では増殖しない菌

がある）、検証する必要がある。具体的には、それらの

特性により、口腔内における細菌の種類や割合の違い

により、異なる結果が得られる可能性があるからであ

り、次の課題としたい。 
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